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実施時期 実施事項 詳細 

2018/4 VOC分析 営業部門等が顧客訪問時に収集した VOC1,812 件をテキストマイニングで分

析し、ユーザーが着目している要素を明確にした。 

 

テキストマイニング結果抜粋 

2018/5 ペルソナ／ワー

クフローの仮説

を立てる 

上記、テキストマイニング結果を参考に、社内有識者へのヒアリング等を実

施し、「中小病院」、「大病院」の 2種類の医療施設像それぞれに、「術者」「放

射線技師」「臨床工学技師」「手術室看護師」「病棟看護師」「患者」のペルソ

ナと、カテーテル治療／検査のワークフローの仮説を立てた。ペルソナには、

役割／ワークフロー上での業務内容／目標を記述した。 

2018/6 ユーザー訪問 ペルソナに近い「中小病院」、「大病院」を訪問。計 8名の患者のカテーテル

治療／検査の観察調査を実施。ユーザーの動線を記録した。 

2018/6 豊橋ライブ参加 豊橋ライブは、カテーテル治療を会場にライブ中継し、会場にいるベテラン

の医師が治療を解説することで、会場参加者の若手医師にベテラン医師の経

験を共有するイベントである。医師の発言を聞くことで、手技中における医

師のマインドを理解することができ、ペルソナの体験を考える際のインプッ

トを抽出することができた。 

2018/7 ペルソナ／ワー

クフローの確定 

ユーザー訪問、豊橋ライブ参加により得られた情報をも基に、仮で作成して

いたペルソナ／ワークフローの修正や加筆を行い、要求分析に使用するペル

ソナ／ワークフローを確定させた。 



 

ペルソナ一覧 

2018/8 要求事項の整理

と優先順位付け 

テキストマイニング、ユーザー訪問により得られたユーザーニーズ 328件を

構造化し、中分類項目 79件、大分類項目 24件にまとめた。 

 

ユーザーニーズの構造化 

2018/8 要求事項の機能

への展開 

整理したユーザーニーズを、コンソールの機能、操作部に展開し、ユーザー

ニーズを満たすコンソール案を作成した。 

 

 

コンソール案 



2018/9 プロトタイプの

作成と受容性評

価 

発泡剤により作成したラフモデルから、VR環境を使って実際に操作のシミ

ュレーションができるワーキングプロトまで、都度、受容性評価を繰り返

し、仕様の練り上げを行った。ワーキングプロトの受容性評価においては、

循環器内科の医師 3名のご協力により、209 件の指摘や気づきを得た。それ

らの対応を行ったうえで、製品試作機の開発へと進めた。 

 

ワーキングプロト 

2019/8 ユーザビリティ

評価（ハードウ

ェア） 

製品試作機を用いて、ハードウェア（主にスイッチやレバーの操作性につい

て）のユーザビリティ評価を実施した。 

 

評価環境（全体） 

 

 

評価環境（手袋・覆布） 



 

 

 

 

 

評価に使用したスイッチ・レバー例 

 

実験協力者 10名に、利用状況に即した、各スイッチ・レバーの操作を含むタ

スクを実行していただき、タスク終了後に満足度を聞くとともにその理由を

確認した。また、操作の様子をユーザビリティ専門家が観察し、ユーザビリ

ティ上の問題を抽出した。これらから改善点を明確にし、製品版に向けて改

良設計を実施した。 



 
評価結果（抜粋） 

 

2019/10 ユーザビリティ

評価(ソフトウ

ェア) 

製品試作機を用いて、ソフトウェア（タッチパネルの操作性について）のユ

ーザビリティ評価を実施した。 

 
評価環境（全体） 

 

 

評価環境（手袋・覆布） 

 



 

評価結果（抜粋） 

 

実験協力者 5名により、ソフトウェアの有効性と効率の測定を行った。タス

クが達成できるかどうかと、タスク達成までにかかった時間を測定し、タス

クが達成できなかった原因、想定時間より遅くなった原因を明確にした。こ

れらから改善点を明確にし、製品版に向けて改良設計を実施した。 

 

 

以上 


